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大
英
天
文
協
會
に
招
か
れ
て
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。
＜
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そ
れ
は
去
る
十
一
月
下
旬
の
こ
一
こ
で
あ
っ
た
。
二
身
両
國
の
主
な
天

文
皇
九
ケ
所
を
見
舞
ふ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
宿
に
錦
り
着
く
ε
、
そ
こ
に
、

大
英
天
文
協
會
々
長
の
名
を
以
っ
て
。
・
D
・
p
。
デ
ヰ
ス
師
か
ら
「
通

の
手
紙
が
届
い
て
あ
っ
た
、

　
「
前
略
、
E
W
モ
ー
ン
ダ
ー
氏
か
ら
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
貴
君
が
此

　
頃
當
地
に
御
出
に
な
る
事
を
伺
ひ
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
認
る
二
十

　
六
日
に
我
が
天
文
協
會
の
怪
怪
を
ザ
イ
オ
ン
學
院
の
講
堂
で
開
き
ま

す
か
ら
、
若
し
御
都
合
が
躍
る
く
な
け
れ
ば
、
御
世
駕
下
さ
れ
た
く

　
又
、
其
の
節
、
何
か
天
文
上
の
こ
ミ
に
つ
き
一
場
の
御
講
演
を
御
願

　
ひ
し
た
く
存
じ
ま
す
。
會
は
五
時
牛
頃
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
云
々
」

ミ
か
い
て
あ
っ
た
。
思
ひ
が
け
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
此
の
有
名
な
會

の
入
々
に
出
會
へ
る
こ
ε
を
喜
ん
で
、
自
分
は

　
「
有
難
う
。
喜
ん
で
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
せ
う
。
」

ε
、
承
諾
の
返
事
を
出
し
た
。

＊

＊

＊

＊

所
謂
「
大
英
天
文
協
會
」
s
は
b
本
名
園
同
定
・
，
一
、
》
加
叶
門
。
昌
。
け
凱
。
p
一
》
頓
馬
。
。
一
p
口
。
員

山

本

一

清

（
略
し
て
¢
唐
診
）
ミ
い
ひ
、
一
八
九
〇
年
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
わ
が
同
好
會
－
こ
比
べ
て
正
に
三
＋
年
の
先
輩
で
あ
る
が
、
會

の
成
り
立
ち
や
、
目
的
な
さ
は
好
く
相
似
て
み
る
。
無
勢
は
男
女
の
如

何
蕎
は
す
，
天
文
好
銭
管
は
誰
で
も
入
會
が
出
來
，
現
在
一
千
名

を
算
し
、
其
の
多
く
は
素
人
天
文
家
で
あ
る
。
目
的
は
會
の
規
則
に
縁

れ
ば
、
（
一
）
天
艦
を
観
る
群
々
の
團
艦
で
あ
っ
て
、
特
に
小
勘
違
鏡
を
持
つ
人

　
　
々
の
團
結
ミ
協
力
，
こ
を
促
し
、
天
文
観
測
圭
の
便
宜
を
圖
る
、

（
二
）
時
々
の
天
文
門
係
事
項
を
通
知
し
合
ふ
、

（
三
）
天
文
學
に
關
す
る
一
般
興
味
の
普
及
を
促
が
す
、

等
で
あ
っ
て
、
現
に
行
っ
て
み
る
事
業
こ
し
て
は

（
一
）
會
員
を
若
干
の
観
測
部
に
分
け
。
各
部
に
部
長
を
置
い
て
、
寳
際

　
　
観
測
に
便
宜
を
與
へ
、
且
つ
奨
働
し
て
み
る
、

（
二
）
　
誌
甘
負
口
鑑
を
護
行
し
て
。
會
の
四
一
や
観
測
部
の
報
告
を
し
、

　
　
叉
、
會
員
の
寄
せ
た
論
文
や
、
報
告
や
、
時
々
の
天
文
上
の
事
件

　
　
を
報
ず
る
、

（一

�
j
地
方
及
び
植
民
地
な
さ
に
支
部
を
設
け
、
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（
四
）
ロ
ン
ド
ン
及
び
各
地
支
部
所
在
地
に
集
會
を
催
し
、

（
五
）
圖
書
部
を
設
り
、
叉
、
天
文
器
械
や
幻
燈
蓬
を
所
有
し
て
，
會
員

　
　
の
使
用
に
便
利
を
與
へ
る

等
で
あ
る
。

今
の
幹
部
、
C
b
・
P
・
ア
デ
ヰ
ス
師
を
翼
長
・
こ
し
、
副
警
手
四
人

會
計
万
人
、
書
記
二
入
、
聖
書
掛
一
入
及
び
評
議
員
九
入
よ
り
成
り
、

観
測
部
ε
し
て
は
、
太
陽
部
、
月
部
、
水
星
包
金
二
部
、
火
星
部
，
木

星
部
、
土
星
部
，
彗
星
部
、
流
星
部
，
黄
道
光
及
び
北
極
光
部
、
攣
光

星
部
、
天
艦
爲
二
部
、
分
光
學
部
，
勲
測
方
決
部
、
計
算
部
の
十
四
部

が
あ
っ
て
、
各
々
経
駿
－
こ
智
識
の
あ
る
人
々
が
部
長
，
こ
し
て
會
員
を
指

導
し
て
み
る
。

　
叉
，
出
版
係
は
モ
ー
ン
ダ
ー
夫
人
が
圭
な
役
で
、
毎
”
H
。
庫
・
窺
、
一
を
嚢

思
し
、
叉
、
時
々
、
灘
測
部
員
0
報
告
を
ま
・
こ
め
て
寓
。
目
。
一
．
。
．
を
出
し
、

更
に
撒
年
前
か
ら
は
、
侮
年
、
一
年
中
の
天
文
事
項
か
書
聖
し
た
H
宮

穿
o
o
押
を
出
し
、
・
筒
。
天
文
急
報
の
た
め
に
は
¢
》
・
｝
Ω
H
。
。
一
卑
『
を

時
々
警
急
降
る
や
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
チ
ュ
ア

　
か
う
し
て
、
元
々
、
素
人
の
會
ε
は
い
へ
、
創
立
享
年
種
々
の
方
面

に
活
動
し
、
天
文
學
の
進
歩
の
上
に
、
叉
、
知
識
普
及
の
た
め
に
は
大

な
る
歎
績
を
學
け
て
る
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
さ
て
、
十
一
月
二
十
六
日
の
水
曜
日
午
後
五
時
す
ぎ
、
自
分
は
雨
の

中
を
ザ
イ
オ
ン
學
院
に
着
き
、
中
に
入
る
ε
、
會
の
時
刻
ま
で
に
は
未

だ
少
し
早
い
ら
し
く
、
集
會
の
室
に
は
誰
も
み
な
い
程
で
あ
っ
た
が
、

入
口
で
案
内
し
て
く
れ
た
人
に
き
い
て
見
る
一
こ
、
「
今
、
階
上
で
評
議
員

會
が
開
か
れ
て
る
ま
す
」
，
こ
い
ふ
返
事
で
あ
っ
た
。

　
五
時
牛
頃
に
な
る
ご
、
漸
く
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
來
、
二
階
か

ら
は
評
議
員
た
ち
も
降
り
て
來
て
、
室
は
俄
か
に
賑
や
か
な
話
し
聲
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は

一
パ
イ
に
な
り
、
人
々
は
交
る
く
善
果
の
用
意
し
て
あ
る
テ
ー
ブ
ル

へ
集
っ
て
、
こ
Σ
暫
く
は
全
く
の
就
交
會
¶
こ
な
っ
た
。

　
自
分
は
。
始
め
、
E
W
モ
ー
ン
ダ
ー
博
士
に
捕
へ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら

モ
ー
ン
ダ
ー
夫
人
や
、
會
長
デ
ー
ス
駈
．
に
紹
介
せ
ら
れ
、
吹
い
で
A
・

c
・
・
D
・
ク
ロ
ン
メ
リ
ン
博
士
に
紹
介
さ
れ
、
例
に
よ
っ
て
、
日
本
の
こ

ミ
や
ら
、
今
ま
で
の
族
行
の
こ
ミ
や
ら
，
い
ろ
ノ
＼
－
こ
話
し
た
。
ク
ロ

ン
メ
リ
ン
氏
は
京
都
　
ナ
カ
ム
ラ
要
君
－
こ
東
京
の
氣
象
皇
の
中
村
博
士

ぐ
）
を
薫
蒸
へ
て
「
プ
ロ
フ
エ
サ
ー
ナ
カ
ム
ラ
が
彗
星
を
嚢
黙
し
た
の
で

す
か
」
な
さ
「
こ
言
っ
て
ゐ
ら
れ
た
。

　
六
時
頃
，
集
る
人
々
が
大
て
い
揃
っ
た
の
を
見
て
，
會
長
は
一
同
を

別
室
の
講
演
場
に
案
内
し
、
二
、
に
衆
意
が
始
ま
る
こ
唱
ミ
、
い
な
っ
た
。

始
め
に
、
書
記
の
報
告
や
新
入
會
員
の
紹
介
な
曹
が
あ
り
、
其
れ
が
す

む
唱
こ
、
會
長
は

「
日
本
の
天
文
學
者
ミ
ス
ぞ
ヤ
マ
モ
ト
に
御
講
演
を
願
ひ
ま
す
」

ε
、
自
分
を
招
か
れ
た
。
自
分
は
、
ま
へ
の
打
ち
合
せ
に
よ
り
、
此
の

日
は
日
本
の
天
文
に
つ
い
て
一
通
り
話
す
つ
も
り
で
は
居
た
が
、
モ
ー

ン
ダ
夫
人
の
注
文
執
あ
っ
た
り
し
た
も
の
だ
か
ら
、
ま
つ
二
年
間
ア
メ

一
五
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リ
カ
の
各
地
に
居
た
こ
一
こ
か
ら
口
を
切
り
、
ボ
ン
星
表
中
の
憂
光
星
の

統
計
（
天
界
第
四
＋
七
號
所
載
）
の
結
果
を
あ
ら
ま
し
蓮
べ
、
そ
れ
か
ら

最
後
に
日
本
の
天
文
に
移
っ
た
。
同
好
會
に
つ
い
て
は
、

コ
ニ
年
を
出
で
な
い
内
に
會
員
数
が
一
千
を
突
破
し
仁
こ
一
こ
は
、
私
共

　
に
も
實
に
意
外
「
こ
す
る
所
で
あ
り
ま
し
た
」

¶
こ
言
っ
た
一
こ
こ
ろ
が
し
拍
手
凶
刃
で
あ
っ
た
。

　
自
分
の
講
演
は
約
牟
時
間
に
し
て
終
り
、
次
で
E
・
E
、
マ
ー
ク
井
ツ

ク
大
佐
が
「
ア
ル
ゴ
1
ル
型
攣
光
星
九
つ
」
－
こ
題
で
，
十
藪
年
に
わ
た
り

此
の
天
文
協
會
の
會
員
た
ち
が
観
測
し
た
此
の
種
の
愛
光
星
の
観
測
整

理
の
結
果
を
報
告
し
た
。
星
は
自
鳥
の
U
寝
憤
八
個
で
あ
っ
て
、
中
に

は
ペ
ル
セ
ウ
ス
の
べ
星
の
如
く
，
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
に
観
測
せ
ら

れ
、
可
な
り
馴
染
み
の
星
も
あ
っ
た
の
で
面
白
か
つ
九
。

　
次
に
、
ア
ト
キ
ン
ス
氏
は
火
星
観
測
の
報
告
を
し
た
。
氏
は
、
か
つ

て
中
村
丁
丁
が
天
界
誌
上
に
か
い
た
如
く
，
今
夏
心
逸
牟
の
反
射
鏡
を

携
へ
て
、
火
星
観
測
の
た
め
、
太
西
洋
上
の
マ
デ
ィ
ラ
島
に
ま
で
軍
騎

遠
征
を
試
み
虎
人
で
あ
る
。
今
年
の
火
星
は
珍
ら
し
く
地
球
に
近
接
し

た
に
拘
ら
す
、
赤
緯
が
低
か
っ
た
た
め
、
二
本
國
で
の
観
測
は
全
く
駄

目
で
あ
っ
た
の
に
、
此
の
ア
ト
キ
ン
ス
氏
の
み
は
態
々
南
海
の
孤
島
に

出
か
け
て
或
る
牧
獲
を
齎
し
た
の
で
あ
る
か
ら
，
叫
同
は
大
満
足
で
あ

っ
た
。
只
、
氏
の
孤
島
濡
在
が
、
八
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
。

僅
か
二
週
間
足
ら
す
で
あ
り
、
爾
、
始
め
の
四
五
日
は
非
常
に
置
畳
が

悪
か
っ
た
た
め
観
測
を
さ
ま
た
げ
た
こ
一
こ
な
，
ご
は
遺
憾
な
鮎
で
あ
っ
た

一
六

氏
の
講
演
に
は
マ
デ
ィ
ラ
島
の
景
色
が
幻
燈
ざ
し
て
善
し
出
さ
れ
た
り

し
て
興
味
を
助
け
た
ヘ

　
ア
ト
キ
ン
ス
氏
の
講
演
に
因
ん
で
，
R
・
バ
ー
ヵ
i
氏
は
ロ
ー
エ
ル
天

文
皇
か
ら
途
ら
れ
た
一
枚
の
幻
燈
叢
を
示
し
た
。
之
れ
に
E
・
c
・
ス
ラ

イ
フ
ア
氏
か
「
九
一
六
年
に
眼
視
観
測
し
た
も
の
「
こ
、
叉
、
宮
佃
眞
に
撮
っ

た
も
の
¶
こ
、
そ
れ
に
術
，
眼
硯
ス
ケ
ツ
ケ
を
爲
眞
に
撮
っ
た
も
の
，
こ
を

示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
は
昨
秋
此
の
種
の
原
板
を
ロ
ー
エ
ル
天

文
毫
で
ス
ラ
イ
フ
ァ
氏
自
身
か
ら
見
せ
て
貰
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此

の
日
此
の
會
の
出
し
も
の
一
こ
し
て
は
大
群
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た

　
最
後
に
．
テ
ヰ
ス
會
長
は
ク
ロ
ン
メ
リ
ン
憧
四
士
を
演
壇
皿
に
招
い
た
。
氏

は
一
枚
の
原
稿
紙
を
手
に
し
て
、
老
鵠
を
壇
上
に
蓮
び
、
此
頃
の
學
界

の
評
剰
も
の
で
あ
る
「
バ
ー
デ
小
遊
星
」
に
つ
い
て
、
最
近
の
研
究
に
基

づ
く
種
々
の
鮎
を
蓮
べ
ら
れ
た
。
こ
ん
さ
の
バ
ー
デ
星
は
其
の
軌
道
の

傾
き
も
可
な
り
大
き
く
，
叉
、
光
輝
も
頗
る
大
き
く
て
、
珍
ら
し
い
も

の
な
る
こ
一
こ
を
述
べ
、

「
此
の
バ
ー
デ
星
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
（
第
七
一
九
番
小
遊
星
）
や
ア
リ
ン

　
ダ
（
第
八
八
九
番
星
）
，
こ
共
に
，
李
山
博
士
の
所
謂
小
遊
星
族
を
な
す

　
も
の
ミ
考
へ
ま
す
」

ミ
結
ば
れ
た
。

　
直
々
マ
ー
ト
ン
氏
が
、
グ
リ
ン
井
チ
天
文
毫
で
撮
ら
れ
た
此
の
星
の

爲
眞
を
幻
燈
に
甘
し
、
其
の
三
思
の
遽
か
な
こ
ミ
を
示
さ
れ
た
の
は
好

い
思
ひ
付
き
で
あ
っ
た
。



　
か
う
し
て
、
此
の
日
の
會
は
閉
ぢ
ら
れ
た
。
自
分
は
其
の
夜
の
汽
車

で
、
研
く
佛
國
パ
リ
へ
立
つ
筈
で
あ
っ
た
九
め
、
閉
園
後
、
大
急
ぎ
て

會
場
を
飛
び
出
し
て
了
つ
た
か
ら
、
後
の
事
は
知
ら
な
い
が
、
思
ふ
に
、

禽
ほ
、
小
牛
時
間
ほ
ア
こ
の
間
は
、
人
々
は
今
日
の
講
演
者
な
さ
を
園
ん

で
、
質
問
や
漱
談
を
試
み
、
愉
快
な
一
夕
を
過
し
て
、
家
路
に
つ
い
た

こ
ぐ
』
で
あ
ろ
う
。

　
撃
つ
九
入
々
の
藪
は
、
一
寸
見
た
・
こ
こ
ろ
、
百
五
六
十
人
も
あ
っ
た

か
ミ
思
ふ
。
勿
論
、
男
も
女
も
合
せ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
山
ル
一
一
m
閏
、
山
－
一
】
、
一
一
一
〇
　
パ
リ
の
♂
宿
に
「
で
・
）

雑

念

雑

話

ノ

ー

俊

一
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月
は
美
し
い
、
星
は
如
何
に
も
き
れ
い
で
す
。
か
う
し
て
ぢ
？
こ
室

を
み
つ
め
て
ゐ
ま
す
ご
つ
い
美
し
さ
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
う
？
こ
り
，
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
西
桜
唐
土
は
西
方
十
萬
億
土
の
あ
な
た
に
あ
る
天

國
は
何
キ
ロ
メ
f
ト
ル
の
所
に
あ
る
か
知
ら
な
い
け
れ
㍗
ご
或
は
あ
の
星

の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
億
あ
る
ま
い
か
一
こ
い
ふ
や
う
な
想
像
の
湧
く
の

も
無
理
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
然
し
な
が
ら
ひ
る
が
へ
っ
て
考
へ
て
み
ま

す
ミ
、
私
達
の
住
む
地
球
も
亦
あ
の
塞
の
星
ミ
同
じ
く
一
つ
の
星
で
は

な
い
で
せ
う
か
。
地
球
も
あ
の
星
－
こ
同
様
に
翌
翌
に
漂
ふ
哨
片
の
土
く

れ
で
し
た
。
帥
こ
れ
一
つ
の
星
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
し

そ
れ
は
太
陽
の
如
く
に
燦
然
－
こ
は
輝
い
て
み
な
い
ε
は
い
へ
、
若
し
假

に
宵
の
明
星
に
立
っ
て
地
球
を
望
ん
だ
マ
」
し
た
な
ら
ば
地
球
も
亦
私
達

が
あ
の
明
星
を
見
る
様
に
美
し
い
光
を
放
っ
て
を
り
ま
す
。
更
に
月
か

ら
地
球
を
見
た
ε
い
た
し
ま
せ
う
、
そ
の
時
地
球
は
，
こ
ん
な
に
麗
し
い

事
か
。
高
く
す
む
あ
の
月
に
も
ま
し
て
、
そ
の
十
藪
倍
も
秀
き
く
そ
れ
よ

り
も
明
く
照
り
ま
さ
り
ま
す
。
三
日
月
の
時
氣
を
つ
け
て
御
覧
な
さ
い
、

利
鎌
の
様
に
導
く
光
っ
た
部
分
の
外
に
一
帯
に
う
す
赤
く
月
全
罷
の
姿

が
見
え
る
で
せ
う
。
あ
れ
は
月
が
地
球
の
光
に
照
さ
れ
て
み
る
の
で
す
。

地
球
が
月
ε
同
じ
様
に
光
っ
て
み
る
謹
嫁
な
の
で
す
。
三
日
月
の
望
月

か
ら
地
球
を
見
た
な
ら
ば
地
球
は
満
月
の
様
に
ま
ん
ま
る
く
見
え
ま

す
。
満
月
の
前
後
に
月
か
ら
地
球
を
見
た
な
ら
ば
地
球
は
三
日
月
の
様

に
や
さ
し
い
姿
を
し
て
居
ま
す
。
か
う
し
て
月
に
人
が
居
て
、
月
宮
殿
の

月
姫
が
玉
の
宮
居
の
御
簾
を
か
・
げ
て
み
室
の
地
球
を
仰
い
だ
な
ら
、

一
七


